
日
立
は
、
09
年
３
月
期
の
連
結
業
績
に
つ
い
て
、
最
終

損
益
が
７
０
０
０
億
円
の
赤
字
に
な
る
見
通
し
と
発
表
し

ま
し
た
。
赤
字
額
は
日
本
の
製
造
業
と
し
て
は
過
去
最
大

に
な
り
ま
す
。
赤
字
の
額
は
衝
撃
的
な
数
字
で
す
が
、

「
大
変
だ
」
と
言
う
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
内
容
を
き
ち

ん
と
、
と
ら
え
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

★

営
業
利
益
は
４
０
０
億
円
の
黒
字

急
速
な
不
景
気
の
影
響
の
中
で
、
本
業
の
”
モ
ノ
づ
く

り
”
と
し
て
の
「
営
業
利
益
」
は
、
大
幅
に
減
少
し
ま
し

た
が
、
４
０
０
億
円
の
黒
字
と
な
っ
て
い
ま
す
。

★

リ
ス
ト
ラ
費
用
に
１
５
０
０
億
円

営
業
外
損
益
は
４
２
０
０
億
円
の
赤
字
に
な
り
ま
す
。

そ
の
内
容
は
、
為
替
差
損
、
持
分
法
損
益
、
有
価
証
券
評

価
損
、
固
定
資
産
処
分
損
他
に
加
え
て
、
い
わ
ゆ
る
意
図

的
な
赤
字
と
し
て
の
「
リ
ス
ト
ラ
費
用
」
が
、
１
５
０
０

億
円
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

★

繰
延
税
金
資
産
評
価
減
で
２
５
０
０
億
円

税
金
費
用
が
３
３
０
０
億
円
計
上
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
内

の
２
５
０
０
億
円
は
「
繰
延
税
金
資
産
評
価
減
」
と
な
っ
て

い
ま
す
。
「
繰
延
税
金
資
産
」
は
税
金
を
前
払
い
し
た
も
の

で
あ
り
、
将
来
利
益
が
出
た
時
に
使
う
予
定
で
計
上
し
て
い

た
も
の
で
す
。
今
回
そ
れ
を
取
り
崩
す
こ
と
に
よ
り
、
企
業

経
営
と
し
て
は
そ
れ
ほ
ど
落
ち
込
ん
だ
わ
け
で
は
な
い
け
れ

ど
、
会
計
的
に
は
「
見
か
け
」
上
の
大
幅
な
赤
字
を
計
上
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

★

モ
ノ
づ
く
り
よ
り
も
資
金
運
用
に
問
題

日
立
の
連
結
決
算
か
ら
見
え
て
く
る
の
は
、
本
業
の
”
モ

ノ
づ
く
り
”
の
部
分
と
い
う
よ
り
も
、
経
営

と
資
金
運
用
上
の
問
題
点
で
す
。
ひ
と
つ
は

重
点
投
資
を
続
け
た
自
動
車
関
連
や
薄
型
テ

レ
ビ
・
半
導
体
な
ど
の
経
営
見
通
し
の
誤
り

に
起
因
す
る
も
の
で
す
。
も
う
ひ
と
つ
は
株

主
配
当
を
重
視
す
る
こ
と
に
よ
り
、
会
計
上

の
利
益
操
作
が
マ
イ
ナ
ス
要
因
と
し
て
働
い

た
も
の
で
す
。
今
こ
そ
、
株
主
中
心
の
経
営

か
ら
、
働
く
人
を
大
切
に
し
た
堅
実
な
経
営

へ
の
転
換
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
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★ビラや情報をホームページで見られます。
ﾊﾟｿｺﾝ http://hitachikon.net

ｹｰﾀｲ http://hitachikon.net/i

★仕事、生活などの相談も受け付けます。
Eﾒｰﾙ info@hitachikon.net

TEL(携帯) 090-9121-0602(多田)
ＱＲコードに
アクセス！

★もよりの連絡先
茨 城 029-273-2785 (舞良)
茨 城 090-8747-6239 (馬場)
東 京 090-3534-8626 (谷口)
神奈川 080-5060-7728 (中村)
静 岡 090-9121-0602 (多田)
愛 知 090-4253-1217 (成木)
大 阪 06-6939-2905 ( 森 ) ０９春闘で、雇用も賃上げも勝ち取ろう

経営の失敗を働く人に押しつけるな
大
幅
赤
字
と
言
う
け
れ
ど

働
く
人
の
生
活
を
応
援
す
る
経
営
へ

日
立
は
業
績
悪
化
に
対
す
る
「
緊
急
業
績
改
善
対
策
」
も
発
表
し
ま
し
た
。
業

績
が
悪
化
し
て
い
る
自
動
車
関
連
と
薄
型
テ
レ
ビ
部
門
な
ど
で
働
く
国
内
外
の
従

業
員
計
約
７
０
０
０
人
に
つ
い
て
、
正
社
員
は
他
部
門
へ
の
配
置
転
換
や
希
望
退

職
を
実
施
、
非
正
規
社
員
は
契
約
期
間
終
了
時
に
一
部
削
減
す
る
も
よ
う
で
す
。

日
立
は
、
08
年
３
月
期
で
３
兆
円
を
越
え
る
内
部
留
保
を
確
保
し
て
お
り
、
経

営
体
力
は
充
分
あ
り
ま
す
。
「
こ
の
機
に
乗
じ
て
」
リ
ス
ト
ラ
で
働
く
人
へ
犠
牲

転
嫁
す
る
こ
と
は
許
せ
ま
せ
ん
。

正
社
員
の
長
時
間
労
働
を
削
減
し
、
非
正
規
社
員
の
解
雇
を
や
め
さ
せ
ま
し
ょ

う
。
賃
上
げ
と
雇
用
拡
大
で
、
働
く
人
の
生
活
を
応
援
す
る
こ
と
が
、
結
果
的
に

日
立
な
ど
大
企
業
を
含
め
た
、
日
本
経
済
の
健
全
な
発
展
に
つ
な
が
り
ま
す
。



日立建機土浦工場は、非正規労働者である派遣社員と契約社員

計９００人の解雇計画を明らかにしていました。そのうち派遣社

員４００人は昨年11月から順次契約解除され１月末までに実行さ

れました。

２月１３日同社は、３月２０日に契約満了を迎える５００人に

ついては「経済情勢が現状よりもさらに悪化しない限り、引き続

き雇用を継続したい」と雇い止め計画を撤回することを明らかに

しました。１２日に行なわれた労働者への説明によると新たな契

約更新はこれまでの６ケ月から半分の３ケ月に短縮し、それ以降

は３ケ月ごとの契約にする方針といいます。

日立建機の職場新聞「いっぷく」は「大儲けを作った労働者の

首切りは許せない!」「みんなが安心して暮らせるように」と訴

えてきました。また日本共産党茨城県委員会は「配当金を増やし

ながら雇い止めをすることは認められない」と申し入れ、面談要

請、門前宣伝などで、大企業としての社会的責任を果たすよう求

めていました。

な
ん
で
不
況
時
に

「
優
遇
」
制
度
な
の
・
・

急
激
な
景
気
後
退
だ
と
し
て
「
派
遣
切
り
」

な
ど
の
人
員
削
減
が
進
め
ら
れ
る
な
か
「
早
期

退
職
優
遇
制
度
」
の
実
施
募
集
が
あ
っ
た
。
人

員
は
特
に
定
め
て
い
な
い
、
肩
た
た
き
等
は
し

な
い
と
始
め
ら
れ
た
が
、
仕
事
が
な
く
何
処
に

配
転
さ
れ
る
か
行
く
所
が
な
い
、
賃
下
げ
、
一

時
金
ゼ
ロ
な
ど
と
さ
さ
や
か
れ
百
名
を
超
え
る

申
請
だ
と
か
。
決
断
の
時
間
が
足
り
な
か
っ
た

と
再
募
集
ま
で
も
。
三
月
に
も
あ
る
か
も
し
れ

な
い
な
ど
と
職
場
で
は
不
信
、
不
安
が
広
が
っ

て
い
ま
す
。

円
高
を
口
実
に
、
海
外
へ
大
量
の
生
産
移
転

を
進
め
な
が
ら
、
社
員
が
新
た
な
人
生
を
送
る

た
め
退
職
す
る
場
合
、
会
社
は
加
算
金
を
加
え

支
援
す
る
制
度
だ
と
。
結
果
的
に
企
業
の
体
質

強
化
に
結
び
付
く
も
の
と
考
え
い
る
と
本
音
も
。

日
立
工
機

「
派
遣
切
り
」
が
増
加

昨
年
12
月
よ
り
急
激
に
「
派
遣
切
り
」
が
増

加
し
た
日
立
Ｇ
Ｓ
Ｔ
の
職
場
で
は
、
今
年
に
入

り
、
１
月
末
ま
で
に
ほ
と
ん
ど
の
派
遣
社
員
が

雇
い
止
め
に
な
っ
て
い
ま
す
。

正
社
員
も
自
動
車
関
連
会
社
に
出
向
さ
せ
ら

れ
て
い
た
人
が
戻
っ
て
き
て
も
、
仕
事
が
な
く
、

再
び
産
業
廃
棄
物
処
理
業
者
や
、
地
場
の
漬
物

屋
に
ま
で
出
向
さ
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

昨
年
11
月
21
日
に
行
わ
れ
た
日
立
労
使
の
08

年
度
下
期
経
営
審
議
会
で
、
会
社
側
は
「
Ｈ
Ｄ

Ｄ
事
業
は
、
４
四
半
期
連
続
の
黒
字
」
「
『
08

年
Ｆ
Ｉ
Ｖ
黒
字
化
』
も
達
成
の
見
込
み
」
と
の

回
答
を
示
し
て
い
ま
す
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

職
場
で
は
「
コ
ス
ト
削
減
」
の
大
ナ
タ
を
、
こ

れ
で
も
か
と
振
り
続
け
て
い
く
の
で
し
ょ
う
か
。

日
立
Ｇ
Ｓ
Ｔ
・
小
田
原

今
の
仕
事
を
続
け
た
か
っ
た

（
日
立
超
Ｌ
）
で
は
、
昨
年
末
か
ら
多
く
の

派
遣
の
方
が
派
遣
契
約
の
更
新
を
し
な
い
等
の

手
段
で
減
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。
多
く
の
部
署
で
、

こ
れ
ま
で
派
遣
の
方
が
行
な
っ
て
い
た
業
務
を
、

正
社
員
に
ま
わ
す
こ
と
が
行
な
わ
れ
て
い
る
よ

う
で
す
。

派
遣
の
方
か
ら
は
「
今
の
仕
事
を
続
け
た
か
っ

た
」
と
い
う
声
も
多
く
あ
り
、
正
社
員
か
ら
は

「
社
会
問
題
に
な
っ
て
い
る
派
遣
切
り
と
同
じ

だ
」
「
会
社
の
信
頼
が
崩
れ
る
」
「
配
置
転
換

で
、
ま
た
一
か
ら
仕
事
を
教
え
な
け
れ
ば
ば
な

ら
な
い
」
な
ど
の
意
見
が
あ
が
っ
て
い
る
よ
う

で
す
。
多
く
の
会
社
で
派
遣
切
り
が
行
な
わ
れ
て
い

ま
す
が
、
多
く
の
優
秀
な
人
材
を
切
り
捨
て
て

い
る
と
思
い
ま
す
。
今
回
の
派
遣
切
り
の
影
響

は
後
々
ま
で
尾
を
引
く
と
思
い
ま
す
。
日
立
超
Ｌ

メ
ー
ル
で
選
挙
運
動

私
の
勤
務
す
る
会
社
の
日
立
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ

ン
グ
・
ア
ン
ド
・
サ
ー
ビ
ス
労
働
組
合
で
は
メ
ー

ル
の
署
名
に
「
☆
私
は
○
○
党
「
○
○
」
を
応

援
し
て
い
ま
す
」
と
コ
メ
ン
ト
が
付
い
て
、
組

合
推
薦
の
議
員
を
宣
伝
し
て
い
ま
す
。
組
合
執

行
部
だ
け
の
よ
う
で
す
が
、
社
内
メ
ー
ル
を
選

挙
運
動
の
道
具
と
す
る
こ
と
に
疑
問
を
感
じ
ま

す
。こ
れ
は
宣
伝
カ
ー
に
よ
る
名
前
の
連
呼
と
同

じ
刷
り
込
み
効
果
を
狙
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ

ま
す
。
組
合
員
に
対
し
て
、
本
来
、
政
党
支
持

の
自
由
を
う
た
う
べ
き
組
合
活
動
と
は
矛
盾
す

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

日
立
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
・
ア
ン
ド
・

サ
ー
ビ
ス
（
Ｈ
Ｅ
Ｓ
）

派
遣
切
っ
て
正
社
員
負
担
増
え
る
？

日
立
オ
ム
ロ
ン
で
は
11
月
に
大
量
の
派
遣
労

働
者
を
雇
い
止
め
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
３
月

に
は
、
ほ
と
ん
ど
の
現
場
派
遣
を
切
る
模
様
で

す
。派
遣
さ
ん
が
や
っ
て
い
た
仕
事
が
な
く
な
っ

た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
正
社
員
が
そ

の
補
充
で
異
動
さ
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
「
経
験

豊
か
な
派
遣
者
か
ら
経
験
不
足
の
正
社
員
」
と

な
り
、
突
然
の
残
業
規
制
も
重
な
っ
て
気
苦
労

も
多
く
な
り
ま
す
。

昨
年
発
足
し
た
（
豊
川
）
Ｉ
Ｅ
メ
カ
で
も
大

量
の
派
遣
切
り
が
行
な
わ
れ
（
旭
）
と
同
様
な

こ
と
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
先
日
、
現
場
の
ま

と
め
を
行
な
っ
て
い
た
50
代
後
半
の
人
が
亡
く

な
り
ま
し
た
。
詳
細
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
こ

う
し
た
気
苦
労
が
影
響
し
た
か
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

日
立
オ
ム
ロ
ン
・
旭

●「ストレスか？」
聞かれる上司が その原因

サラリーマン川柳「１００句」でこの川柳を見て、先
日の友人との会話を思い出した。
友人：仕事をしている時に「大丈夫か？」って聞いてくる上司
には腹が立つよな。

自分：どーして？
友人：だって上司に「大丈夫か？」って聞かれたら、大丈夫じゃ
なくたって「大丈夫です」としか言えないだろ？それなの
に「大丈夫か？」って聞いてくる上司には腹が立つよ。

自分：うーん、なるほど。
年々、精神疾患による休職者が増加しており、上司は部下の
健康状態（特にメンタル面）にも結構気を配っているようだ。
しかし、成果主義により周囲の人にも助けを求められず、過密
労働により体は疲弊し、心は蝕まれていく。そんな部下に対し
て、単に「大丈夫か？ストレスか？」と聞くだけでは何も解消
されないということに上司は気づくべき！！という口に出せな
い想いが、この川
柳に込められてい
るように思う。

投
稿
歓
迎

（このコーナーへの投稿をお待ちしています。）

Eﾒｰﾙ info@hitachikon.net にどうぞ！！

契約社員５００人の
雇い止め撤回

日立建機

土浦工場


